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射 巨大あるいは広範な転移腺痛を搾った表在

性食道癌に対する放射線治療
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51食道癌切除症例の検討
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食道癌切除症例202例について検討 した.各 stage
の5生率は0:1OOOt一,1:79%.2:61%,3二29%,
･la:31%.:lb:0%.St(lgeコにおいてはリンパ節再

発症例が再発例の72%を占めた.Sta賢哲3,机こおいて

は血行性再発が50%を責めた.術後追加治療については,

CDDP を中心とした化学療法の効果は明らかではなく,

経口抗癌剤のみ,簸治療群と予後の差を認めなかった.

組織学的進行度の低い症例でリンパ節再発の割合が多く,

リンパ節菊酒の重要性を再認識した.左上船郭再発の魔

度はいまだ高く.郭清操作の肘離さを感じた.Staged.

4症例における,術後補助化学療法,放射線治療の選択

は.)ンバ節転移の部位によi),行-.)てきたが.治療勃n･

は不十分であった.術後は外来での再発検索を短期間で

行う方法も選択桟として考えている.

齢 大腸癌肺転移切 除後 の早 期 食 道 胃 重 複癌の

･倒
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7)高度進行 ･再発 食道癌 に対する樹状細胞を

もちいた特異的癌免疫療法

一臨床試験の経過報告一
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1999年11月よりSART-1ペプチ ドでパルスした樹

状細胞による痛ワクチン療法を食道癌に対し開始してい

ら.本臨床試験の現況について報告する.対象は既に標

準的治療がなされた HLA-Å24陽性の高度進行 中再発

食道痛患者4名‥敷者末梢血単核球より付着細胞を分離L

GM-CSF,払-竣存在下に樹状細胞を誘導.SART-

1ペプチ ド (EYI-u'TFTQl)F)でパルス後,静注にて3

週ごとに3回授与した.混合リンパ球培養試験および表

面マーカー一による解析では,全剛 二おいてリンパ球増殖

刺激能を有する樹状細胞が誘導された.1刑が原病の進

行のため治療途中で死亡したが,欝Y昆de3以上の有害事

象は認められなかった.画像ないし血液マ-め-上,秦

効を得たものはない しN(11刑.I-)1_)3例).3例の免疫

学的解析では特異的 LITIJの誘導は牛 じなかった. 卜

記結果を受け,税f上 投与法.サイトカイン､補助抗原

に変更を加え,第二次研究として2例が新たに試験治療

を継続中である.

8)当院における食道表在痛症例の検討(発見
動機,診断∴台癖について)
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過去･5年10カ日に経験した (lil-Ae(7)表在癌は-11倒,

粘膜癖 (M)25例,粘膜下層痛 くSM)16例であった.

検診目的で10例,検診国賓精査で6例が内視鏡検査で発

見されたが,検診食道造影での発見は1例のみであった

他消化管癌術前および定期F畑勾配鏡検査で7例が発見さ

れた.深達性診断_1鳥を準は,MlI2癌で 76.69-0と不

良で,全体では84.6%であった.治療は,外科手術8例,

EMR が16例に適応されたが.E九､･･lR2刑に局所.2撒

城郭清lf鞘二頚部りンバ節再発を認めた.1)ンパ節転移

は,M1-27.7,A:12-SM112.5,S九･･Ⅰ2-354.5%

であり,予後向上のために,色素内視鏡検査を行い Ml

-SMl癌の発見に努めることが麗質と考える.

9)内祝鏡下粘膜切除を施行 した多発胃癌症例

の検討
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内視鏡的胃粘膜切除術を施行した同時性および異時性


